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広報No. 141 昭和53年 5月 1日

、

1，473戸(+2) 

7，288人〈ー52)

3，601人〈ー24)

3，687人(ー28)

(53年 4丹1日現在〉

村のようす

数
日

帯

男

女

世

人

宥
音
聖
人
堂
(
聖
人
様
)

大

山

小

ま
と
ば

屋

的

場

r-'-7 

十

明
治
三
年
に
廃
寺
と
な
っ
た
山
小
屋

の
「
長
谷
山
長
寿
院
」
は
、
永
禄
年
間

(
一
五
五
八
年

i
一
五
七

O
年
)
の
建

立
と
い
わ
れ
廃
寺
ま
で
は
庶
民
の
信
仰

を
集
め
栄
え
た
寺
で
あ
っ
た
。

関
山
和
尚
は
宥
音
と
称
し
た
名
僧
で
年

老
い
て
か
ら
の
関
山
で
あ
っ
た
。

宥
音
聖
人
は
天
正
五
年
(
一
五
七

七
)
八
月
十
日
に
寺
の
西
方
の
山
頂
に

白
か
ら
穴
塚
を
堀
り
、
食
糧
と
し
て
干

柿
一
連
を
持
っ
て
中
に
入
り
一
日
一
倍

づ
つ
を
食
し
て
、
無
火
災
、
安
産
を
祈

願
し
て
、
鐘
を
な
ら
し
読
経
を
統
け
る

こ
と
、
実
に
百
日
に
及
び
、
満
額
に
達

し
て
成
仏
を
と
げ
た
と
い
う
。

地
元
の
人
々
は
、
こ
の
場
所
を
聖
人

塚
と
称
し
、
の
ち
に
信
者
の
浄
財
を
も

っ
て
此
処
に
一
宇
の
堂
を
建
立
し
て
、

こ
れ
を
宥
音
聖
人
堂
と
名
付
け
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
。

山
小
屋
の
聖
人
様
は
安
産
の
守
護
神

と
し
て
現
在
も
、
近
郷
、
近
在
か
ら
多

く
の
信
者
が
参
拝
に
訪
れ
大
い
に
賑
わ

い
を
み
せ
て
い
る
。

A 

宥
音
聖
人
堂
(
山
小
屋
聖
人
様
〉
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昭
和
五
十
三
年
第
一
固
定
例
会
に
お

い
て
議
決
さ
れ
た
主
な
内
容
を
、
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

⑥
玉
川
、村
敬
老
年
金
支
給
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

玉
川
村
敬
老
年
金
は
、
九
月
十
五
日

一〉

現
在
で
八
十
歳
以
上
の
者
で
、
本
村
に
つ

引
続
き
一
年
以
上
居
住
す
る
者
に
対
ー
し

て
、
年
金
額
五
千
円
を
支
給
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
こ
れ
が
引
上
げ
に
よ
っ

て
、
年
額
七
千
円
支
給
す
る
こ
と
に
改

め
る
も
の
。

〆vZJ料新生補El《4 

食 入 分 項

所
扱料娩取

費 料 自

一令 . 

数は日件数叉
一一

日 日 日 日 {牛

一 金

一。、

io o 1 

八

8 
入 四

0 0 0 円
九O 円 。。円 。円 額

備

、

ら一

一色 、

(考γ

" 
J・、

④
玉
川
村
保
健
婦
補
助
員
設
置
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
で

保
健
婦
補
助
員
に
~支
給
す
る
一
人
当

り
の
報
酬
年
額
一
万
三
千
円
の
も
の

を
、
一
万
五
千
円
に
改
め
る
も
の
。

④
玉
川
村
納
税
組
合
補
助
並
び
に
奨
励

金
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
納
税
組
合
に
対
じ
て
.交
付
す
る
納
税

奨
励
金
は
九
村
民
税
、
固
定
資
産
税
vm

軽
自
動
車
税
月
国
民
健
康
保
険
税
を
、

各
納
期
ご
と
に
組
合
長
が
組
合
全
戸
分

を
と
り
ま
と
め
、
結
期
内
に
納
付
し
た

と
き
は
、
納
付
額
の
百
分
の
三
を
年
度

末
に
一
括
し
て
交
付
す
る
、
又
納
税
組

合
に
は
、
各
年
度
毎
に
一
世
帯
当
り
、

年
額
六
百
円
の
事
務
費
を
交
付
す
る
こ

と
の
改
正
。

④
玉
川
村
消
防
団
設
置
等
に
関
す
る
条

区

分

団

長
額
一

長

高1

団年

副
n. 
ノJ .，. rTl 

" 団 ff-

長長

fて、

メ'J

五
六
、

0
0
0円

一ニ
O
、
0
0
0
円

班

員長

九
、
二

O
O
円

一
七
、
五

O
O
円

間

④
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
め
三

ト
部
改
正
に
つ
い
て
次
の
りと
お
り
改
め

報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

反
る
も
の
。

教 育

監 査

日 額 2，500円

日額 2，500円

年額 12，000同

日 額 2，500円

日 額 2，500円

日 額 2，500円

部 年 額均戸等数割割80，7O0000同円

年額 7，000円

日額 2，500円

保
険
料
が
四
月
か
ら

引
上
げ
ら
γ

れ
な
品ーした

金 一 百月
を を LEJ三分国
初 !EI民十か民
め w年円ら年
各が 金)、金
程 :i!!はにーの
年担、改カ 保
金 し給 め 月 F会
額なイ、jーらに 料
を が 資 れつが
、ら用まき

物 ご のし〈今
佃i老三 た一二 年
の齢 〈牙 や 千の

上ーュ主主ふの 七四
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服装も新たに

昭和53年 5月 1日

消防団春季検閲

恒
例
の
消
防
団
春
季
検
関
が
四
月
三

十
日
泉
中
学
校
々
庭
で
行
な
わ
れ
ま
し

た。
検
閲
は
国
旗
掲
揚
、
殉
職
消
防
団
員

に
対
す
る
黙
祷
を
さ
さ
げ
た
あ
と
、
通

常
点
検
、
分
列
行
進
、
機
械
点
検
を
行

い
ま
し
た
。

今
年
か
ら
全
自
由
民
に
、
ネ
ク
タ
イ
、

草
の
半
長
靴
を
給
付
し
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
服
装
が
統
一
さ
れ
た
た
め
、
通
常

点
検
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
特
に
分
列

行
進
は
堂
々
た
る
も
の
で
、
検
閲
官
よ

り
賞
讃
に
あ
た
い
す
る
も
の
で
あ
る
と

講
評
が
あ
っ
た
。

ま
た
こ
の
席
上
次
の
方
々
に
、
消
防

長
官
賞
状
、
防
火
優
良
家
庭
、
退
職
幹

部
、
一
般
協
力
者
に
対
し
表
彰
状
、
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

O
消
防
庁
長
官
賞
状
(
伝
達
)

昭
和
五
十
年
度
退
団
者

3 

元
団
長
佐
久
間
倉
太
(
岩
法
寺
)

元
副
団
長
溝
井
清
二
(
四
辻
)

元
分
団
長
岡
部
英
栄
(
竜
崎
〉

η

真
野
目
照
雄
(
南
須
釜
)

H

リ

関

根

正

〈

北

須

釜

〉

H

リ

矢

部

茂

政

〈

士

口

〉

η

石
森
栄
吉
(
山
小
量
)

H
H

塩
田
好
一
(
四
辻
)

元
副
分
団
長
石
森
貞
一
ニ
(
山
石
法
寺
〉

H

リ
大
越
吉
男
(
南
須
釜
〉

元

班

長

鈴

木

忠

雄

(

竜

崎

)

H

リ
草
野
吉
文
〈
北
須
釜
〉

H

リ

塩

沢

忠

一

(

H

リ

)

元
団
員
国
井
正
孝
〈
南
須
釜
)

H

リ
関
根
正
夫
(
北
須
釜
〉

H

リ

草

野

継

男

(

H

)

H

リ

矢

吹

捨

治

(

H

リ
〉

昭
和
五
十
一
年
度
退
団
者

元
分
団
長
真
弓
昭
平
会
麻
生
〉

H

リ

佐

久

間

勝

(

岩

法

寺

) 検

塩
沢
直
一
(
南
須
釜
〉

草
野
昭
夫
ハ
北
須
釜
〉

森

和

元

(

吉

)

石
森
定
吉
(
山
小
屋
)

塩
田
徳
康
〈
四
辻
〉

小
林
良
行
(
竜
崎
)

小
貫
正
弘
会
問
一
須
釜
〉

η

大
和
田
勝
利
(
士
ロ
〉

O
表
彰
状
〈
防
火
優
良
家
庭
〉

川

辺

石

川

金

六

須

藤

良

男

蒜

生

曲

山

邦

夫

小
高
木
田
吉
之
助
首
藤
キ
ク
ノ

中

小

針

甲

子

男

高

林

邦

夫

竜

崎

小

林

隆

次

山
石
法
寺
佐
久
間
勇

南
須
釜
真
野
自
喜
正
円
谷
義
雄

北
須
釜
榊
枝
安
孝
水
沢
俊
造

吉

鈴

木

尚

山
小
屋
石
森
藤
重

四

辻

塩

田

徳

康

O
感
謝
状

退
職
庶
務
部
長

" " " 11 
フじ

"班 11

長

点
内
申
巾通A 

ー惨

中
村
池
で
機
械
点
検(

放
水
試
験
〉

(
南
須
釜
〉

退
職
分
団
長

(
川
辺
)

(
蒜
生
)

(
小
高
)

〈

中

)

(
竜
崎
〉

(
岩
法
寺
〉

(
南
須
釜
〉

(
北
須
釜
)

(
士
口
)

(
山
小
屋
〉

(
四
辻
)

一
般
協
力
者

吉

有

賀

勝

(
吉
分
自
に
サ
イ
レ
ン
寄
贈
)

南
須
釜
円
谷
房
夫

〈ホ

l
ス
用
枕
木
寄
贈
)

蒜

生

佐

久

間

製

作

所
〈
消
防
協
力
)

北
須
釜
関
根
義
美

げ

野

口

治

男

η

草
野
央
司

η

榊
枝
利
夫

(
防
火
水
そ
う
用
地
貸
与
〉

岩
法
寺
佐
久
間
熊
吉

〈
機
械
置
場
敷
地
協
力
)

森

清

重

(
施
設
建
設
資
金
寄
附
〉

大
野
金
次
郎

熊
田
義
明

曲
山
邦
夫

岩
谷
利
秋

高
林
邦
夫

三
吉
勝
喜

佐
久
間
勇

円
谷
忠
重

塩
沢
政
吉

有
賀
秀
夫

石

森

勇

須
田
幸
平

土門日
山
右
法
寺
分
団
に

積
載
車
を
配
置

村
で
は
、
消
防
機
動
力
強
化
の
た

め
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ
、
積
載
車
を
発

注
し
て
い
ま
し
た
と
こ
ろ
、
四
月
二
十

一
日
納
市
に
な
り
、
さ
っ
そ
く
締
法
寺

分
団
に
配
備
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
の
非
常
時
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

ま
す
。h

F

岩
法
寺
分
自
に
配
置
さ
れ
だ

積
載
車

昭
和
五
十
三
年
度
よ
り
三
ヶ
年
に
お

い
て
、
玉
川
村
文
化
の
ふ
る
さ
と
な
つ
く

り
事
業
(
民
族
芸
能
部
門
)
が
県
よ
り

指
定
さ
れ
ま
し
た
。

内
容
は
民
俗
芸
能
を
通
じ
て
地
域
の

人
々
に
う
る
お
レ
を
与
え
、
情
操
豊
か

な
村
づ
く
り
に
資
す
る
と
と
も
に
、
住

民
の
連
帯
感
を
深
め
る
。
と
く
に
失
わ

れ
つ
つ
あ
る
、
先
人
の
残
し
た
尊
い
文

化
遺
産
を
保
存
及
び
維
持
伝
承
し
な
が

ら
、
民
族
芸
能
の
復
活
保
存
を
図
り
、

調
和
の
と
れ
た
明
る
い
村
に
発
展
さ
せ

る
た
め
に
、
こ
の
事
業
を
行
な
い
ま

す。
皆
様
の
ご
協
力
を
、
お
願
い
致
し
ま

す。



広報 昭和53年 5月 1日

昭和53年度妊産婦及び乳幼児保健事業計画表

妊産婦健康診断日程表

No. 141 たま かわ

A 妊産婦検診のようす

本
年
度
の
妊
産
婦
及
び
乳
幼
児
の
健
康
診
断
を
次
の
よ
う
に
討
画
し
た
の
で

該
当
者
は
受
診
さ
れ
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

尚
、
当
日
次
の
行
程
に
て
村
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
運
行
致
し
ま
す
の
で
最
寄

り
の
場
所
に
て
御
利
用
下
さ
い
。

月 日 内 廿円ヤ 地区別

2 妊婦検診並母親学級 西部
マイクロパス運行行程表

5 
|西部地区|: 16 妊婦検診並母親学級 東部

: 6 妊婦検診並母親学級 西部 岩法寺大竹商庖前 1 : 00 
6 l 

l20 妊婦検診並母親学級 東部 竜崎仁井田商庖前 1 : 10 

竜崎公民館前: 11 ' 妊婦検診並母親学級 西部
1 : 13 

7 ~ 中小山田商居前 1:18 
: 18 妊婦検ー診並母親学級 東部 川辺カトヤ商居前 1・25

妊 婦検 診 並母親学級 蒜生ノイス停留所前 1:30 西部
8 

妊 婦検診並母親学級: 15 東部
|東部地区|

:5 妊婦検診並母親学級 西部

9 11 妊婦検診並母親学級 東部
四辻分校下 1・00

: 19 狸穴 石井商居前 1 : 1 5 

: 4 妊婦検診並母親学級 西部 北ノ宿十字路 1 : 20 
10 : 

妊婦検診並母親学級 奥平ナカヤ商居前 1 : 25 : 17 東部
北須釜明神前 1:30 

， 7 妊 婦検 診 並 母 親 学 級 西部
吉 バ ス 停 留 所 1 : 35 

11 
21 妊婦検診並母親学級 東部

1時間午後 1時 -2時まで

5 妊婦検診並母親学級 西部 2場所母子健康センター
12 3医 師公立岩帯周青院より20 妊 婦検 診 並母親学級 東部

4持参品 母子健康手帳と印鑑

5 妊 婦検診並母親学級 西部 5診察料無 料

: 16 妊婦検診並母親学級 東部 但し内容花よっては個人負

妊婦検診並母親学級 西部 担lとなる場合もあります。
! 6 

2 : 
: 20 妊婦 検 診 並 母 親 学 級 東部 妊婦検診日は

!6 妊婦検診並母親学級 西部
(毎月第 l火曜日、第 3火曜日)

7月 4日(都合により第 2火曜日)

3i20 妊婦検診並母親学級 東部 10月 3日(都合により 4日l乙変更)

12: 30 
12: 40 
12: 45 
12: 50 

12:55 

1 : 00 
1 : 15 

1 : 20 
1 : 22 
1 : 25 
1 : 30 

¥ 1 : 35 

マイクロパス運行行程表

四辻分校下

狸穴石 井 商 庖 前

北ノ宿十 字 路

奥平仲屋商庖前

北須釜明 神

日程表乳幼児健康診 '断

月句

廿

「
h
d

円
ノ
U

-
h
d
 

内1日月

乳 幼児 健康 診断

乳幼児健康診断6 : 22 
円，

t
n
L
 

ワ
t 乳幼児健康 診 断

目リ

バス停留所前

大竹商居前

仁井田商庖前

公民館前

小山田商居前

カ卜ヤ商居前
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午後 1時-2時まで

母子健康センター

母子健康手帳

生後 3ヶ月.6ヶ月.9ヶ月

12ヶ月の乳幼児

蒜生

1時間

2場所

3持参品

4対象児

乳 幼児健?康診断

乳幼 児 健:康診断

乳幼児検診日は(毎月第 4木曜日)

脱臼検査については、毎月第 2水曜日
午後 l時，...._.2時まで石川保健所
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まかわ

衛
生
指
導
員
に

委

嘱

た

最
近
住
民
の
日
常
生
活
に
極
め
て
深

い
関
係
に
あ
る
、
環
境
衛
生
事
業
の
な

か
で
、
特
に
廃
棄
物
処
理
等
に
つ
い
て

は
住
民
の
理
解
と
協
力
に
よ
り
、
遂
次

向
上
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
更
ら
に
、

き
れ
い
で
、
住
み
よ
い
、
環
境
さ
つ
く
り

の
た
め
、
危
険
物
収
集
場
所
等
の
指
導

監
視
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
昭
和
五

十
三
年
四
月
に
村
長
よ
り
次
の
方
々
に

衛
生
指
導
員
と
し
て
委
嘱
状
が
交
付
さ

れ
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

川

辺小
針
政
一
、
坂
本
精
一
、
須
藤
善
之

矢
部
義
秋
、
矢
部
操
、
須
藤
儀
一

鈴
木
藤
重
、
熊
田
喜
男
、
草
野
泰
助

山
時
勝
義

蒜

生真
弓
士
口
末
、
真
弓
永
作
、
渡
辺
利
司

曲

山

丘

小

高国
井
重
信
、
車
田
陽
一
、
関
根
貞
夫

矢
吹
重
治
、
須
藤
宮
子
、
溝
井
健
児

溝
井
郁
夫
、
溝
井
栄

中
小
針
武
、
湯
沢
金
市
、
ρ
小
針
武
夫

小
林
武
男
、
小
針
蒸
、
小
針
信
一

吉
田
宇
一
、
小
針
哲
夫

岩
法
寺

須
釜
保
明
、
本
橋
栄
一
、
大
竹
寿
雄

須
釜
寿
男
、
村
越
正
憲
、
小
松
寅
吉

吉
田
良
知
、
石
森
末
吉
、
佐
久
間
豊
吉

竜

崎小
林
秋
男
-
鈴
木
弘
次
プ
上
野
清
一
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状

付

うと
深
谷
房
美
、
小
林
幸
義
、
佐
藤
庄
平

仁
井
田
正
好
、
小
林
正
与
、

仁
井
田
武
嘉
、
小
林
金
一

南
須
釜

瀬
谷
次
朗
、
瀬
谷
輝
次
、
塩
沢
義
房

ー
小
原
良
友
、
小
原
栄
作
、
相
楽
義
二

塩
沢
正
弘
、
飯
島
武
童
、
吉
村
康
徳

円
谷
直
成
、
小
山
田
金
徳
、

円
谷
貴
栄
、
増
子
傑
、
石
井
貞
二
、

国
井
長
吉

北
須
釜

関
根
勝
吉
、
鈴
木
豊
吉
、
榊
校
利
昭

塩
沢
義
徳
、
草
野
直
光
、
矢
吹
義
一
一
一

渡
辺
助
次
郎
、
糧
沢
政
吉
、
草
野
美

好
、
瀬
谷
士
口
定

士一口
境
田
考
意
、
須
釜
英
雄
、
森

関
根
市
六

山
小
屋

松
山
徳
一
、
石
森
辰
己

出
新
田

真
野
田
裕
雄
、
真
野
目
政
義

国

辻塩
田
好
一
、
関
根
正
一

二
口
一
臨
学
」

急
性
胃
炎
は

ま
ず
絶
食

回
目
の
粘
膜
が
急
性
に
赤
く
な
っ
た
り

た
だ
れ
た
状
態
が
急
性
胃
炎
で
、
食
べ

す
ぎ
、
欽
み
す
ぎ
、
不
衛
生
な
食
品
を

忠
立
見

食
べ
た
な
ど
、
食
生
前
の
不
摂
生
に
よ

る
も
の
が
最
も
多
く
、
ま
た
最
近
は
、

か
ぜ
の
原
凶
の
ウ
イ
ル
ス
や
、
薬
の
乱

用
か
ら
お
こ
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。症

状
で
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
は
、

腹
痛
と
吐
き
け
で
、
熱
は
出
て
も
大
し

た
こ
と
は
な
く
、
三
十
八
度
以
上
に
な

る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

急
性
胃
炎
の
治
療
に
は
、
原
則
と
し

て
薬
は
使
い
ま
せ
ん
。
ま
ず
絶
食
す
る

こ
と
。
そ
し
て
吐
き
け
が
お
さ
ま
っ
た

ら
、
水
を
少
し
飲
ん
で
み
て
、
そ
れ
が

お
さ
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
ス
ー
プ

重
湯
な
ど
の
流
動
食
、
そ
れ
か
ら
軽
食

図
形
食
と
徐
々
に
移
行
し
て
い
く
こ
と

で
す
。
症
状
が
な
く
な
っ
て
も
一
週
間

ぐ
ら
い
は
食
事
療
法
を
統
け
て
く
だ
さ

、。
3
h
v
 

症
状
は
似
よ
い
て
も
、
と
き
に
腎
カ

イ
ヨ
ウ
や
胆
石
症
が
隠
れ
て
い
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
か
ら
、
素
人
判
断
は
危
険

で
す
。

「
国
保
の
健
康
だ
よ
り
」

福
島
テ
レ
ピ
'
両
閣

で

放

映

主

事

J

県
内
の
市
町
村
、之
県
国
保
連
合
会
で

は
、
国
民
、健
康
保
険
制
度
の
理
解
を
よ

り
v

深
め
る

、た
F

め
、
毎
週
金
曜
日
の
午
前

六
時
五
十
分
か
ら
五
分
間
と
、
午
前
十

一
時
四
半
努
が
も
の
五
分
間
の
二
回
、

福
講
一
グ
長
芝
翫
ら
、一
寸
国
棋
の
健
康
だ
よ

りい
一円
を
放
映
ト℃
ーで
い
ゾ」
必
ず
。

乙士

、
、
年

2
tr
ah-子会

-
p
d
l

山比一
番
組
摂
ほ
於
家J

庭
生
活
に
お
け
る
労

ミ内
L
P
L
L♂
作

Apy~2
・

h

て
之
3

近
な
保
健
令
、
衛
生
を
テ
ー
マ
と
↑
い
…ヱ

放
映
い
た
し
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

…

近

世

版

点

と

線

③

…

境

界

争

い

さ

ま

ざ

ま

岩

谷

浩

光

誌

こ
の
訴
状
に
対
し
て
南
北
再
須
釜
乍
ら
顕
い
上
げ
奉
り
候
は
両
村
山
一
て

J

村
か
ら
左
の
様
な
文
書
が
提
出
さ
れ
私
共
都
合
ハ
合
計
)
拾
六
人
罷
り
出

で
侯
て
御
吟
味
引
き
請
け
御
請
け
答

恐
れ
乍
ら
寄
付
を
以
て
顕
い
上
げ
え
申
し
あ
げ
た
く
存
じ
奉
り
候
何
と

山

奉

り

侯

ぞ

御

慈

悲

を

以

て

私

共

拾

六

人

物

代

一
、
松
平
越
中
守
領
分
奥
州
石
川
郡
ニ
相
詰
め
御
吟
味
請
け
奉
る
様
に
仰

南
須
釜
村
北
須
釜
村
両
村
圧
屋
組
せ
つ
け
下
し
お
か
れ
候
ハ
パ
有
難
き

へ
頭
百
姓
代
〈
村
三
役
)
申
上
げ
侯
仕
合
せ
ニ
存
じ
奉
り
候
以
上

寅
十
二
月
(
昨
年
十
二
月
)
小
林
宝
暦
九
年
卯
正
月

孫
四
郎
様
御
代
官
所
(
塙
代
官

M

所

〉

同

国

同

郡

山

小

屋

村

庄

屋

組

松

平

越

中

守

領

分

頭
百

姓

代

之

者

強

勢

ニ

畑

荒

ら

し

奥

州

石

川

郡

南

須

釜

村

庄

屋

音

右

衛

門

立
木
伐
万
倒
さ
れ
の
出
入
(
争

い

〉

な

ど

と

相

違

之

儀

ハ

事

実

と

外

組

頭

二

人

相

違

す

る

こ

と

〉

申

し

立

て

私

共

百

姓

代

五

人

~

両

村

之

人

数

百

拾

七

人

相

手

取

り

同

国

間

郡

北

須

釜

村

〈

出

訴

仕

り

菅

沼

下

野

守

様

御

初

判

圧

屋

角

右

衛

門

〉

(

最

初

の

裁

判

〉

に

て

来

る

二

月

外

組

頭

二

人

~

十

三

日

御

評

定

所

へ

罷

り

出

ず

ベ

百

姓

代

四

人

〈

き

旨

一

ニ

御

奉

行

所

様

御

連

印

之

御

山

一
義
御
判
頂
戴
私
共
方
へ
相
付
候
然
※
文
中
に
は
拾
六
人
と
あ
る
も
、
右
い

~
る
処
百
拾
七
之
内
ニ
ハ
極
老
(
高
記
の
通
り
拾
五
人
に
し
て
一
人
不
~

令

者

〉

並

び

に

類

病

人

(

煩

ら

い

足

と

な

る

。

〈

病
人
の
誤
字
か
〉
多
く
其
の
上
名

J

主

こ

れ

な

き

者

(

名

前

だ

け

で

本

御

奉

行

所

様

ザ

人
が
い
な
い
〉
も
こ
れ
有
り
候

H

両

須

釜

村

之

儀

至

極

貧

窮

之

村

方

(

次

号

に

つ

づ

く

〉

…

v

-

一
御
座
候
間
人
数
移
教
ハ
お
び
た

J

ム

~
だ
し
く
〉
罷
り
出
で
候
て
は
両
村

K
副司

p
t
}

退

転

之

基

ニ

相

成

り

重

々

歎

か

わ

幽

闘

闘

官

守

1
1河
1

~

…
し
く
存
じ
奉
り
候
之
に
よ
り
恐
れ

d
周

一

、

ト

1

4

4

A

n
-
-
4
9
z
a
'
Z
E
・I-
z
r
z
、，Z
九
J
屯
F
2
1
2
・・2
・ZJa--
‘r
z
J
・12zaも
-
S
1
2
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Z
屯
r

，、r
z
・，S
も

J
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r
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晴
れ
の
表
彰
式

ラ頁

連号
続ラ

フ
優

勝

玉
川
村
野
球
協
ム
一
夜
、
今
年
度
十
三

チ
1

ム
の
登
録
が
あ
り
、
四
月
十
九
日

に
野
球
審
判
技
術
講
習
会
を
実
施
し
、

四
月
二
十
三
日
、
須
釜
小
、
中
根
精
工

両
グ
一
ネ
ン
ド
に
お
い
て
、
第
二
回
協
会

長
杯
大
会
が
開
催
ざ
れ
、
十
一
チ
!
ム

が
参
加
し
ま
じ
た
。

成
績
、
ば
次
の
と
お
り
で
す
。

一
凶
戦

青
葉
〆
一
フ
メ

2
卜
2

(
抽
選
勝
)

ナ
チ
ス

3
I
I

根
精
コ二

F
D
l
i
A
A
 ビ

ッ
グ
イ
!
グ

ル
ズ

奥
野
電
気

東
京
精
工

十
一
同
戦

ブ
ア
イ
タ
!
ズ

3
1
2
青
葉
ク
ラ
ブ

泉
郷
ク
ラ
ブ

3
1
3

ナ
チ

ス

ハ
抽
選
勝
〉

東

京

精

エ

ロ

1

0

大
寺
グ
ラ
フ

須
釜
ク
ラ
ブ
日

l
oド
リ
ン
カ
!
ズ

準
決
勝

泉
郷
ク
ラ
ブ

9
1
0
フ
ァ
イ
タ

l
ズ

須
釜
ク
ラ
ブ

m
l
3
東
京
精
工

三
位
戦

東

京

精

工

m
i
5
フ
ァ
イ
タ

1
ズ

決

勝須
釜
ク
ラ
ブ

2
1
0
泉
郷
ク
ラ
ブ

い 異 福
て常島

検県
査先
事 天
業性
に代
つ謝

一
、
目
的

フ
ェ
ニ
一l
ル
ケ
ト
ン
尿
症
等
の
先
天

性
代
謝
異
常
は
、
放
置
す
る
と
精
神
薄

弱
な
ど
の
症
状
を
来
た
す
の
で
、
新
生

児
に
つ
い
て
血
液
に
よ
る
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
検
査
を
行
い
、
異
常
を
早
期
に
発

見
す
る
こ
と
に
よ
り
、
後
の
治
療
と
あ

い
ま
っ
て
障
害
の
発
現
を
防
止
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

二
、
実
施
主
体

事
業
の
実
施
主
体
は
、
福
島
県

一
一
一
、
検
査
対
象
者

1
検
査
対
象
者
は
、
新
生
児
(
母
親

の
希
望
に
よ
っ
て
)
で
生
後
五
日
か
ら

七
日
ま
で
の
間
に
行
う
。

2
採
凪
の
部
位
は
、
か
か
と
か
ら
行

。
A
ノ

3
検
査
に
要
す
る
費
用
、
県
が
負
担

す
る
。
た
だ
し
採
血
粋
、
郵
送
料
に
つ

い
て
は
個
人
負
担

く
わ
し
い
こ
と
は
、
住
民
課
へ
お
尋

ね
下
さ
い
。

五
月
公
民
館
関
係
行
事

市
町
村
担
当
者
会
議
(
県
庁
)

若
人
の
翼
締
切

高
令
者
学
級
合
同
開
講
式

午
前
問
時
就
改
セ
ン
タ
ー

ロ
日
村
体
育
館
開
放
日

日
日
村
体
育
館
開
放
日

初
日
社
教
定
例
研
修

部
自
体
育
館
開
放
日

幻
自

j

m
日

青
年
リ
ー
ダ
ー
研
修

文
化
の
ふ
る
さ
と
推
進
会
議

婦
人
学
級
打
合
せ

月
末
統
計
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日日日

31下下
日旬旬お

め

で

た
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分
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(
三
月
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の
死
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)世

帯

年
令
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名

保

政
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梅

吉

く
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